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※平成23年9月現在

警戒区域
計画的
避難区域
緊急時避難
準備区域

午
後
２
時
46
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９･

０
の
巨

大
地
震
発
生
。
福
島
市
で
も
震
度
６
弱
を
観
測
。

日
常
が
一
変
し
た
苦
し
い
生
活
の
中
、
寄
せ
ら

れ
た
全
国
か
ら
の
温
か
い
支
援
。
県
民
同
士
の

強
い
絆
が
大
き
な
力
に
。

３
月
●
市
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
発
生

11
日
午
後
２
時
50
分
、
市
災
害
対
策
本
部
設
置

●
市
内
各
所
に
避
難
所
開
設
。
住
宅
に
被
害
を
受

け
た
市
民
と
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
相
双
地
域
か
ら
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
８
千
人
を
超
え
る
方
が
避
難
所
生
活

●
給
水
所
の
設
置
と
給
水
車
に
よ
る
給
水
、
水
道

の
復
旧
作
業
開
始

●
相
双
地
域
な
ど
か
ら
の
避
難
者
向
け
に
仮
設
住

宅
用
地
を
提
供

●
震
災
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
窓
口
開
設

５
月
●
市
内
に
設
置
さ
れ
た
仮
設
住
宅
に
入
居
開
始

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
流
出
。
不
安
と
風

評
と
の
闘
い
の
始
ま
り
。

４
月
●
市
独
自
に
環
境
放
射
線
量
測
定
を
開
始

●
南
相
馬
市
と
「
避
難
者
の
支
援
に
関
す
る
協
定

書
」
締
結
以
後
、
同
様
の
協
定
を
飯
舘
村
・
浪

江
町
と
も
締
結

市
内
に
南
相
馬
市（
４
月
）・
飯
舘
村（
６
月
）・

浪
江
町（
８
月
）の
出
張
所
が
開
設

５
月
●
全
て
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
で
除

染
作
業
を
開
始

７
・
８
月

●
渡
利
・
大
波
地
区
で
検
証
的
除
染
を
実
施

７
月
●「
東
北
大
学
福
島
原
発
事
故
対
策
本
部
福
島
市

分
室
」
開
設

●
公
園
の
除
染
を
開
始

９
月
●
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
妊
娠
中
の
方
に
、
個

人
線
量
計
（
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
）
を
配
布

●
市
内
全
域
を
除
染
の
対
象
と
し
た
「
市
ふ
る
さ

と
除
染
計
画
」
策
定

●
市
医
師
会
と
連
携
し
「
放
射
線
と
子
ど
も
の
健

康
」
講
演
会
を
開
催

10
月
●
大
波
地
区
で
、
全
国
初
と
な
る
地
域
単
位
の
本

格
除
染
開
始

●「
希
望
あ
る
復
興
」
を
理
念
と
す
る
、「
市
復
興

計
画
基
本
方
針
」（
原
案
）
作
成

11
月
●
放
射
性
物
質
測
定
の
拠
点
「
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
開
所

●
市
内
産
の
米
か
ら
暫
定
規
制
値
を
超
え
た
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
、
出
荷
制
限
（
流
通
せ

ず
）
。
後
に
市
内
全
戸
検
査
実
施

12
月
●「
あ
っ
た
か
・
湯
っ
た
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
」
実
施
（
未
就
学
児
が
い
る
世
帯
を
対
象
に

市
内
温
泉
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
）

平
成
24
年

１
月
●「
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
」
施
行

２
月
●
渡
利
地
区
の
本
格
除
染
開
始

●
市
内
全
域
の
果
樹
園
除
染
開
始

●
災
害
時
要
援
護
者
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
を
指
定

●
市
独
自
に
移
動
式
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
を
導
入
。
学
校
を
巡
回
し
検
査
開
始

３
月
●
市
内
21
カ
所
の
施
設
で
食
品
の
放
射
能
測
定
を
開
始

●「
市
ふ
る
さ
と
除
染
計
画
」
改
訂

平
成
23
年
3
月
11
日

巨
大
地
震
発
生

福島市内の空間放射線量（環境放射能測定値の推移）
■測定場所：県北保健福祉事務所（御山町）
■測定時刻：午後2時（3/15日は午後2時と午後6時40分）

0.63
マイクロシーベルト/時間

国の対応が混乱を極める中、子どもたちをはじめ市民の
安全を確保するため、校庭や園庭の表土を剥ぎ取り地中
に埋設、公園の除染も開始しました。

原発から約60km離れた福島市に、相双地域などか
ら、住み慣れた故郷を離れ多くの方が避難。市ではさ
まざまな支援に当たりました。

市内15ヵ所に建設された仮設住宅

地震により、市内全域で水道が
断水、あさひ台団地には崖崩れ
による避難指示を発令。

各地で停電が発生、市民は、余震が
続く中で不安な日々を過ごしまし
た。市庁舎にも多くの市民が詰め掛
けました。

混乱の中、福島市は市政だより速
報版を毎日発行し、避難所などに
配布、ホームページでも情報を随
時発信。その他、市と協定を結ぶ
FMポコでは、臨時災害放送を24
時間流し続けました。

復
興
の
へ道
筋

福
島
市

福
島
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
。

本
市
で
は
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

を
取
り
戻
し
、
一
日
も
早
い
復
興
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

福島市 復興への道筋

その時原発事故

2012 Spring 春号13 12市民フォト･ふくしま夢通信



体内の放射性物質の種類と量を測定し、その摂取時点から一生※

の間の内部被ばく線量を推算したもの。放射性物質の半減期や体
外に排泄される速さを考慮して計算します。
※「一生」････【子ども▶70歳まで、大人▶50年間】

預託
実効線量
とは

市
放
射
能
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

福
島
県
立
医
科
大
学

放
射
線
医
学
講
座 

教
授

宍
戸
文
男
先
生

福
島
市
産
農
産
物
の
信
頼
を
取
り
戻
し
、

ふ
る
さ
と
の
田
畑
を
守
る
た
め
に
、

除
染
は
、農
地
で
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

放
射
能
に
よ
る
被
ば
く
へ
の

不
安
に
応
え
る
た
め
に・・・・

食
品
等
簡
易
放
射
能
測
定
器
を
131
台
確
保
、

５
月
末
ま
で
に
配
置
。

市
内
各
地
区
の
支
所
な
ど
で
、

市
民
が
持
ち
込
む
食
品
の
放
射
能
を
測
定
。

長年作り続けてきた田畑に、さらなる安全・安
心の確保のため、土壌改良資材を用いた除染を
実施。

昨シーズン暫定規制値を下回り、安全が
確認された果物。しかし、消費者には徹
底して安心なものを届けたいと、冬の間
に果樹園（樹体）の除染を実施。
一本一本、樹皮を丁寧に高圧洗浄機で洗
い流し、さらに樹種によっては、粗皮を
削り取ります。
その効果は、樹体に付着した放射性物質
を、高いもので80～90％低減します。

中学生以下の子どもと妊娠中の方を対象に、個人線量計
（ガラスバッジ）で外部被ばく積算線量を測定。

移動式ホールボディーカウン
ターを市独自で2月に導入。
県や医療機関などと連携しな
がら、中学生以下の子どもと
妊娠中の方を最優先に、内部
被ばくの検査を進めています。

昨年7月に渡利地区の住民の皆さんと共に行っ
た、除染作業と検証実験を踏まえ、9月に「市
ふるさと除染計画」を策定。

2月、渡利地区の本格除染がスタート。2月、渡利地区の本格除染がスタート。

大波地区では全国初となる、生活空間全体の本格
的な除染を10月から開始。除染ボランティアな
ど、全国から多くの協力をいただきました。

市内全ての市立学校、保
育所の給食も測定し、安
全・安心を確保。
さらに、市民がより身近
な場所で測定ができるよ
う、測定器を各支所・学
習センターなどに配置。
検査体制の充実・強化を
図ります。

放射性物質を詳
細に測定するゲ
ルマニウム半導
体検出器

個人持ち込みによる農作物や食品を検査します。測定結果を本人に
伝えるとともに、集計したデータを速やかにホームページなどで公
表。測定データを広く活用いただいています。

　福島市では36,767人が3カ月間、個
人線量計の測定を行いました。
　一人一人の行動の違いにより外部被ば
く線量は異なるため、実際にどの程度被
ばくしているのかを把握することで、生
活上の改善すべきことも判断できます。
測定の結果、平均値は3カ月で0.26ミリ
シーベルト（自然放射線含まず）。これを
4倍すると、これから先1年の概算値を
得ることができます。ICRP※が「復旧
期」の上限値とした年間20ミリシーベ
ルトを全員が大きく下回り、医師などで
構成する市健康管理検討委員会では、今
回の結果から放射線によるがんの増加な
どの可能性は少ないと判断しました。
　また、ホールボディーカウンターによ
る内部被ばく検査の結果では、預託実効
線量が1ミリシーベルトを超える方はい
ませんでした。同委員会としては、「健
康に影響を与えるような数値ではない」
との見解を出しました。
※ICRP ･････ 国際放射線防護委員会

福島市 復興への道筋

農の安全

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
実
現
の
た
め・・・・

除 染

食の安全

健康管理

そ　ひ
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